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会派名変更のお知らせ

〜『みらい春日』に

なりました 〜

5期目の武末哲治議員と会
派長を交代し、会派を代表し
て議会運営委員会で活動させ
ていただくことになりました。
議会運営委員会では議会基本
条例の改正を検討することが
決定しております。
条例制定に先駆的に取り組

んだ春日市議会であり、春日
市議会の発展が実現できるよ

うな議会基
本条例の改
正を目指し
ていきます。

1月21日（土） みらいCafe ｉｎ 春日

～市民と議員のdialogue～ を開催しました。

これは、28年度受講しました、福岡女子大学大学院社会

人学び直しプログラムにおいて、課題解決型プロジェクトの

プロトタイプとして開催したものです。

私が議員になり強く感じたのは、「市民と議会が遠い」

「もっと議会や議員を身近に感じる仕組みが必要」という

ことでした。そこで、まずは、市民と議員が対話をする場

をつくることが重要であるとの分析から実現しました。

当日は『若者と政治をつなぐ』をコンセプトに活動する、Youth Create 代表

原田謙介氏コーディネートによる参加の議員がパネリストとして登壇するパネル

ディスカッション、また、市民の皆さまと議員が同じテーブルを囲んでのワールド

Cafeを開催しました。議員や議会が身近に感じられるようになった、これからは

地域のことについてもっと積極的に関わっていきたい、また参加したい、など、

大変うれしい感想をいただきました。

これを機に、当日参加した議員で、地方政治を考える会（仮称）

の立ち上げも決まりました。

定例議会の報告

（平成28年12月・平成29年３月）
28年度議会報告会における市民の皆さまとの意見交換の中で出された、春日市民図書館への指定管理

者制度導入について、12月・3月定例会において一般質問をしました。
確かに行財政改革の視点から、限られた財源を最大限に生かし市民サービスの向上を図るため民間の

力の適宜活用は重要と考えます。しかし、全国の市民図書館への指定管理者制度導入率はいまだ15％
もありません。また導入の際には、市民の意見を十分に調査し、それを踏まえた上での具体的なサービ
ス内容を示すことが必要であり、3月定例会における導入の決定は時期尚早であると判断し反対しまし
た。

議会においては賛成17、反対2で、指定管理者制度導入に伴う条例の改正は可決され平成30年度か
らの導入が決定いたしました。（詳細は「かすが議会だより」№186.187）

今回の件を通じて感じましたのは、市民の皆さまのパワーがより良い市政や議会を創るということで
す。

市民の皆様の力により、春日市の読書のまちづくりや図書館の在り方について、様々な視点から一般
質問もされました。

これからも市民の皆さまと共により良い春日市を創っていけるよう活動をしていきます。

日 時 平成29年10月29日（日）15：00～16：30 議会報告会＆意見交換会
場 所 須玖南公民館 集会室
内 容 14：30～ 受付

15：00～ 議会報告会（6・9月定例会）・活動報告
15：45～ 意見交流会
＊お茶を飲みながらの意見交換・交流の時間です。
17：30〜 会費制の懇親会を予定しております。

※人数により開催場所を決定します。

平成29年度 第2回文代エンパワーメントカフェ
（議会報告会＆意見交換会）のご案内 ＜にしかわ文代と春日を語る会主催＞

ホームページ
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

※ご参加頂ける方はFAX・MAIL、
またはお電話等で御連絡ください。


